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十

一

月

例

会

御

案
寺

’

°

n
H
H

O

御

案

内

十

一
月
九

日

（
金

）
十

一
時

半

入
館

可
、

正
午
～

午
後

二
時

講

題

企

業

の
謝

罪
会

見
続

発

、

日
本
企

業

は
大

丈
夫

か

？

講

師

橋

本
久

義

先
生

（
政
策

研

究
大
学

院

大
学

名

誉
教

授
、

◎

こ

こ
十
年

来

、

日
本

の
大

企
業

が

、

罪

会

見
す

る
事

件

が
続

発

し

て
お
り

ま
す

。

昨
今

も
、

い
、

予
想

さ

れ

る
大
震

災

を
前

に
、

国
民

一
同
、

か

つ
て
、

日
本

企
業

は

製

品

の
質

が
良
く

故
障

が
少

な

い
、

疑
義

が
生
じ

、
外

国

か

ら

の
信
頼

を
失

っ
て
、

そ
う

し

た
折

で
も

あ
り

、

こ

こ
は
、

業

省

）

に
入
省

さ
れ
、

そ

の
機
械

情

報
産

業

局
鋳

鍛
造

課
長

、

総

括

研

究
開

発
官

を
勤

め

ら
れ

る
な

ど

、

一
貫

し

て
、

ト

に

つ
い
て
、

れ

、
報

道

か
ら
も

意

見
を

求
め

ら

れ

て
い
る
橋
本

久

義
先

生

に
、

か

が

い
ま
す

。

こ
れ
も

重
要

課
題

、
奮

っ
て
の
御
参

加
、

内
代

を

刷

新

す

参
議
院

議

員
会
館

一
階

一

〔
平

成

三
十

年

・
通
算

第

三

八

〇
回

〕

 

る

会

 

〇

二
会
議

室

 

元

通
商
産

業

省

・
工
業

技
術

院

総
括

研
究

官

）

デ

ー

タ
を
改

ざ

ん
す

る
な

ど

し

て
、

そ

の
代
表

取

締

役
が

平

身
低

頭

・
謝

免
震

装
置

の
大
手

メ
ー

カ
ー

が
、

デ

ー

タ

の
改
ざ

ん
を

行

愕
然

と

し

て
お
り

ま
す

。

と
国

の
内
外

で
培

っ
て
き

た
技

術

力

・
信

頼
性

に

貿

易
収
入

に
も
影

響
す

る

の
で
は

な

い
か

、
と

心

配

に
な

り

ま

す

。

東

京
大

学

工
学
部

精

密
機

械

工
学

科
卒

業

後
、

通
商

産

業

省

（
現
経

済

産

中

小
産

業

庁

技
術

課
長

、

そ
し

て
工
業

技
術

院

の

日
本

の
大
企

業

や
中

小
企

業

の
科

学

技
術

マ
ネ

ー
ジ

メ

ン

指

導

・
監

督

・
管

理

・
評

価

に
携

わ

っ
て

こ
ら

れ

て
、

近
年

の
企

業

の
不
祥

事

件
を

憂

え

て
お
ら

そ

の
原

因
と

是

正
策

に

つ
い

て
、
御

意

見

を

う

お
待
ち

申

し
上
げ

ま

す

。

（
清

原

記

）

口

当

日
会

費

（
昼
食
付

き
）

会

員
は

三
千
円

、
非
会

員
五

千
円
。
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ペ
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句
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ペ
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当

日

連

絡
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O
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－
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○
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古
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 （
メ

ー

ル

不

可

・
通

話

の

み

）

 

▽
十

一
月
七

日

（
水

）
ま

で
に
出

欠

の
御

連

絡

賜
り

た

く

。

◎

御

報

告

当
団

体

で
は
、

昭
和

の
時

代

よ
り
、

日
本

防

衛

の
重
要

性

か
ら

、

『
防
衛

白
書

』
が

発
表

さ
れ

る
と
、

担

当
官

を

お
招

き

し
、

そ

の
内
容

に

つ
い
て
、

御
解

説

を

い
た

だ

い

て
き

た
。

特

に
、

昨
年

は

、
北

朝

鮮

が
長

距

離

弾
道

ミ

サ
イ

ル
を
連

続

発
射

し
、

ア
メ

リ
カ

・
ト

ラ

ン
プ

政
権

は

、

こ
れ

に
厳

し
く

対
応

し

、

中
国

と

は

か
な

り

友

好

ム

ー
ド

が

あ

っ
た

。

そ
れ

に
対

し

て
今
年

に
入

る
と
、

米
朝

間

は
、

六
月

十

二

日

に

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル

に

て
米

朝

首

脳
会

談
が

実

現
し

て

一
転

友

好

ム

ー
ド

と
な

り
、

反

面
、
米

中

間
は

関
税

を
掛

け

合
う

な

ど

貿
易

戦

争

に
突

入

、

む
し

ろ
米

中

聞
が

｝
触

即

発

の
様
相

を

呈
し

て

い
る

こ
と

か
ら

、
特

に
強

い
関
心

も

っ
て
お

願

い
に
出

た

。

十

月
十

二

日

（
金

）
月

例
会

当

日
、

防
衛

省

か
ら

、

『
防
衛

白
書

』

の
作

成
担

当

部
署

を

代

表

し
、

品

川
高

浩

大
臣

官

房
企

画
評

価

課
長

を

メ

イ

ン
と
し

て
、

清
水

翔
太

白
書

作
成

事
務

室

長
、

同

室

の
高

橋

英

樹

二
等

海
佐

も

随

行
し

て
下

さ
り

、

『
平
成

三
十

年

版

防
衛

白
書

』
並

び

そ

の
解
説

資
料

二
冊
を

も

っ
て
解

説

が
始

ま

っ
た
。

そ

の
御
解

説

の
内

容

は
広

範
多

岐

に
わ
た

っ
た
が
、

そ

の
要
旨

を

記
す

と
、

本
年

の
白
書

の
巻

頭
特

集

と

し

て
、

①

防

ぐ

（
弾
道

ミ
サ

イ

ル
防

衛

）
、

②

務
め

る

（
二
十

四
時

間

三
六

五

日

の
任

務

）
、

③

備

え

る

（
進
化

す

る
防

衛

力

）

の
三
点

に
関

し
、

そ
れ

ぞ

れ

の
説

明
が
あ

っ
た
。

そ

の
具
体

的
内

容

を
、

す

べ
て
記

す

わ

け

に
行

か
な

い

が
、

そ

の
①

で
は
、
外

部

か

ら
弾

道

ミ
サ

イ

ル
が
発

射

さ
れ

る
と
、

そ

の
初

期
段

階

で
探
知

・
識

別

・
追

尾

し
、

情
報

を

一
元
処

理
し

、
上

層

で
は

イ
ー
ジ

ス
艦

、
下

層

で
は

P

A
C

－
3

（
ペ

ト

リ

オ

ッ
ト
）

で
迎
撃

、

さ

ら

に

近

く
導

入

さ
れ

る

イ

ー
ジ

ス
ア
シ

ョ
ア
で
対
処

す

る
体
制

で
あ

る
。
②

で
は
、

自
衛

隊

の
二
十

四
時

間

三
六

五

日

態

勢

の
任
務

の
紹
介

と

と
も

に
、
北

朝
鮮

が

海
上

で
船

舶
間

物
資

積
替

え

す

る

「瀬

取
り

」

の
警

戒

監
視

を

強

化

す

る
。

③

で
は
、

最
新
鋭

ス
テ

ル

ス
戦
闘

機

F

－

3
5
A

、
新

型
早

期
警

戒

機
、

オ

ス
プ

レ
イ
導

入

等

々
。

そ

の
あ

と
、

「我

が

国
を

取

り
巻

く
安

全

保
障

環
境

」

と
題

し
、

北
朝

鮮

、
中

国

、

ロ
シ

ア

の
情

勢

等

に

つ
い

て
も

詳

細
な
解

説

が

あ

っ
た

。
御

解
説

は

、
白
書

や
資
料

の
中

の
カ

ラ

ー
写

真

・
図

表

・
統

計

を

指

摘
し

て

の
分

か

り
易

い
御
説

明

で
感

銘

し
、

大

層
勉

強

に
な

っ
た
。

そ

の
後

、
意

見

交
換

に
入

っ
た
が
、

懇

切

に
応
答

を

く
だ

さ

っ
た
。
当

方

か
ら

も
、

技
術

の
向

上
、

情
報

流
出

の
防

護

、
戦

略

の
研

究
等

々
、
御

進

言
申

し

上

げ

た
。

（
清

原

記

）

▽

「
時

代

を
刷
新

す

る
会

」

と

は

「何

事

も
人

類

・
国

民

の
た
め

に
な

る

こ
と

は
、
時

代
を

先

取
り

し

て
、

積
極

的

に
取
り

組

も

う
」

と

の
趣

旨

で
、

昭
和

五
十

六

年
、

岸
信

介

元
総

理

に
よ

っ
て
創

設
さ

れ

た

シ

ン
ク
タ

ン
ク

で
す

。

晩
年

の
岸
信

介

元

総

理
が

そ
う

で
あ

っ
た

よ
う

に
、

超
党

派

・
超

派

閥

で
、
真

に
国

を
憂

え

る
有

志

に
よ

っ
て
構

成

さ
れ

て

い
ま
す

。

八

つ

の
部

会

と
、

五

～
六

の
委

員

会

が
あ
り

、

こ
れ

ま

で
に
百

三
十
七

本

の
要

請
書

を

時

の
政

府

に
提

出

し

て

い
ま

す

。

第

二
代
会

長

は
、

木
村

睦

男

元
参
議

院

議
長

、

第

三
代
会

長

が
櫻
内

義

雄
衆

議

院
議

長

、

第

四
代

会

長

の
塩

川

正

十

郎

元
財
務

大
臣

は
、
九

十

歳
を

機

に
辞

任

。
第

五
代
会

長

代
行

と

し

て
、

江

口

一
雄

元
衆

議

院
議

員

。

そ

の
後
、

平
成

二
十
七

年

四
月

か

ら
、

第
六

代
会
長

代

行

と
し

て
、

岸
信

夫

衆

議
院

議
員

・
元

外

務
副

大

臣

、

前

・
議

院

運
営
委

員

会

理
事

・
党

国

会
対

策
副

委
員

長

。
現

安
全

保
障

委

員
会

委

員
長

が

就
任

し

て

い
る
。

“

 

▽

事

務

局

電

話

（
0

3

）

3
2
7
2
1
4
3
2
0

専

務

理
事

・
清

原

淳

平
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総
務

重

田
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子

、

高
津

優

介


